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 地蔵堂
じぞうどう

（大字上
かみ

赤岩
あかいわ

）にある天
てん

正
しょう

２年（１５７４）造立の大型板碑
い た び

です。上

部を一部欠失しています。２１の梵
ぼん

字
じ

が刻まれており、この梵字は一字が一仏

を表し、種
しゅ

字
じ

と呼ばれます。つまり、２１体の諸仏を表現しています。このよ

うな板碑の分布は、越谷市を中心とした半径２０キロ圏内にほぼ限られていて、

地方色の強い板碑といえます。通常の板碑が卒塔婆
そ と ば

として造立されるのと異な

り、庚申信仰によるもので、「申待
さるまち

」と刻まれています。中世期の民間信仰を物

語る貴重な史料です。 


